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広 報

小学校２年生の児童12名（天川小学校７名、洞川小学校５名）が五色地内の田で、稲作
の実習をしました。

ほとんどの児童が田に入るのは初めてで、足元の不安定な田の中で一生懸命田植えをし

ました。
田植え
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村
長
に
就
任
し
て
五
月
十
日
で
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。

昨
年
の
就
任
挨
拶
で
も
申
し
上
げ
た
、

「
苦
し
い
状
況
と
い
う
事
を
言
い
訳
に
せ

ず
、
財
政
が
厳
し
く
て
も
、
そ
う
い
う
時

こ
そ
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
出
来
る
事
が
あ
る
は
ず
だ
。
消
極

的
に
な
ら
ず
に
、
何
事
に
も
全
力
投
球
で

頑
張
ろ
う
。」
と
訓
示
し
、
住
民
と
相
互

理
解
の
も
と
、
教
育
の
拠
点
と
な
る
新
小

学
校
舎
の
建
設
、
福
祉
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
統
合
、
診
療
所
業
務
の
効
率

化
、
簡
易
水
道
整
備
開
始
、
観
光
産
業
の

充
実
と
可
能
性
、
国
道
、
県
道
の
整
備
促

進
、
庁
内
に
お
け
る
業
務
、
人
員
配
置
の

適
正
化
等
の
行
財
政
の
改
革
を
実
施
す
べ

く
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

林
業
の
今
後
の
取
り
組
み
を

は
じ
め
検
討
中
の
課
題
は
ま
だ

ま
だ
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
早
期
解

決
、
早
期
実
現
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
を
取
り
巻
く
暗
い
話
題
が

絶
え
な
い
の
で
す
が
、
職
員
に

は
前
向
き
な
姿
勢
で
、
直
面
し

た
課
題
を
共
に
乗
り
越
え
よ
う

と
指
示
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

去
る
四
月
十
二
日
の
天
川
村
消
防
団
本

部
役
員
会
に
お
い
て
、
久
保
洋
一
郎
団
長

が
退
任
、
ま
た
、
奥
田
八
尋
副
団
長
が
推

薦
に
よ
り
新
団
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
役
員
改
選
に

伴
い
、
五
月
一
日
村
長
室
に
お
い
て
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
車
谷
村
長
に
よ
り
団
長

の
退
任
・
就
任
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
消
防
団
員
の
減
少
が
著

し
い
三
分
団
・
四
分
団
を
統
合
す
る
等
消

防
団
組
織
の
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役　　　職 大　字 氏　名

団　　　　　長 南日裏 奥田　八尋

副　　団　　長 洞　川 大田　民央

副　　団　　長 北小原 水口　博幸

副　　団　　長 籠　山 松葉　伸一

第１分団分団長 洞　川 西村　佳門

第２分団分団長 中　越 阪谷　　均

第３分団分団長 和　田 森　紀美雄

奥田新団長

■天川村消防団新役員

久保前団長

天
川
村
消
防
団
本
部
役
員
の
改
選
及
び

組
織
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た

天
川
村
消
防
団
本
部
役
員
の
改
選
及
び

組
織
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た

天
川
村
消
防
団
本
部
役
員
の
改
選
及
び

組
織
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
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洞
川
小
学
校
（
児
童
三
十
三
人
）、

洞
川
中
学
校
（
生
徒
二
十
三
人
）

は
四
月
十
七
日
に
山
上
が
岳
登
山

口
に
程
近
い
洞
川
財
産
区
有
地
に
、

洞
川
財
産
区
、
洞
川
地
区
青
少
年

育
成
会
、
両
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
協
力
に
よ
り
、

一
人
一
本
の
メ
タ
セ

コ
イ
ヤ
の
苗
木
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

植
樹
さ
れ
た
メ
タ

セ
コ
イ
ヤ
は
、
秋
に

は
紅
葉
し
小
枝
ご
と

落
下
す
る
落
葉
性
の

針
葉
樹
で
、
樹
形
は

端
正
で
美
し
く
、
幹

は
し
っ
か
り
と
天
を

目
指
し
伸
び
、
弾
力

性
も
あ
り
積
雪
に
も

簡
単
に
は
折
れ
ず
、

広
く
し
っ
か
り
と
し

た
根
を
張
り
ま
す
。

小
中
学
校
を
は
じ
め

広
く
根
を
張
り
、
真
直
ぐ
育
っ
て

洞
川
小
中
学
校
植
樹

関
係
団
体
も
、
児
童
生
徒
た
ち
に

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
よ
う
に
広
く
根

を
張
り
真
直
ぐ
育
っ
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
で
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
四
月
三
〇
日
を
も
っ
て
天
川
村
消
防
団
長
を
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
昭
和
四
三
年
に
天
川
村
消
防
団
の
入
団
し
以
来
三
八
年
余

り
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
一
途
の
人
生
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
平
成
十
四
年
に
は
本
村
消
防
団
長
に
就
任
し
消
防
活
動
に
微

力
を
傾
け
て
ま
い
り
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
そ
の
職
責
を
全
う
で
き
ま
し

た
事
は
、
団
員
及
び
村
民
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
高
配
の
た
ま
も

の
と
謹
ん
で
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

久
　
保
　
洋
一
郎

こ
の
度
、
久
保
洋
一
郎
団
長
の
退
任
に
伴
っ
て
、
団
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
一
日
に
車
谷
村
長
よ
り
辞
令
を
い
た
だ
き
団
長
と
し
て
使
命
の
重

大
さ
を
思
い
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
副
団
長
、
分
団
長
と
共

に
、
消
防
団
員
と
し
て
の
三
一
年
年
間
の
経
験
を
活
か
し
、
伝
統
あ
る
消

防
団
を
さ
ら
な
る
発
展
・
充
実
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
団
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

火
災
の
無
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
村
・
消
防
署
と

共
に
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
方
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

天
川
村
消
防
団
長

奥
　
田
　
八
　
尋
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川
迫
ダ
ム
に
堆
積
し
た
砂
利
を
五
條
市
に
搬
入
し
て
公

園
整
備
に
利
用
す
る
事
業
が
先
日
完
了
し
、
四
月
三
十
日

に
五
條
市
大
川
橋
上
流
右
岸
吉
野
川
河
川
敷
に
お
い
て
、

「
川
開
き
フ
ェ
ス
タ
」
の
一
環
で
完
成
式
「
Ｒ
ｅ：

吉
野
川

〜
砂
利
入
替
完
成
式
〜
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
條
市
は
、
泥
が
た
ま
り
、
草
が
茂
っ
て
い
た
河
原
を

復
元
す
る
為
に
、
河
川
管
理
す
る
国
か
ら
砂
利
の
入

替
の
許
可
を
得
て
、
本
村
に
対
し
砂
利
の
提
供
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

搬
入
さ
れ
た
砂
利
は
七
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
ダ
ン

プ
カ
ー
約
千
四
百
台
分
相
当
）
で
、
こ
の
砂
利
に
よ

り
約
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
河
川
が
白
い
河
原
に
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。

完
成
式
で
は
榎
五
條
市
長
の
主
催
者
代
表
の
挨
拶

の
後
、「
あ
り
が
と
う
天
川
村
」
と
書
か
れ
た
く
す

球
が
割
ら
れ
ま
し
た
。

車
谷
村
長
は
「
砂
利
入
替
の
完
成
式
に
ご
招
待

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
関
係
各
位

の
努
力
に
よ
り
天
川
村
の
堆
積
砂
利
が
五
條
吉
野

川
の
環
境
整
備
に
貢
献
で
き
た
こ
と
は
真
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」「（
こ
の
事
業
は
）
河

川
を
守
る
地
域
住
民
の
熱
い
想
い
に
よ
り
実
現
で

き
た
と
思
い
ま
す
。」「
今
後
も
ま
だ
必
要
性
が
あ

る
な
ら
本
村
と
し
て
も
協
力
は
惜
し
ま
な
い
つ
も

り
で
す
。」「
吉
野
川
で
昔
の
よ
う
に
水
と
川
を
求

め
て
た
く
さ
ん
の
人
が
ふ
れ
あ
い
楽
し
ん
で
く
れ

る
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
来
賓
挨
拶

し
ま
し
た
。

Re：

吉
野
川
〜
砂
利
入
替
完
成
式
〜



天
川
村
名
水
ま
つ
り

第
十
八
回
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観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な
る
第
十

八
回
天
川
村
名
水
ま
つ
り
が
洞
川
エ
コ
ミ

ユ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
お
い
て
四

月
二
十
九
日
（
祝
・
土
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
も
、「
自
然
を
学
ぶ
、
自
然
に
親

し
む
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
恒
例
の
親

子
あ
ま
ご
釣
り
大
会
を
は
じ
め
自
然
体
験

教
室
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

自
然
体
験
教
室
で
は
、
野
草
の
観
察
と

山
菜
の
試
食
会
、水
生
昆
虫
の
観
察
会
、ス

ト
ー
ン
ペ
イ
ン
ト
教
室
、木
工
教
室
、な
ど

盛
り
た
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

気
温
が
上
が
ら
ず
肌
寒
い
一
日
と
な

り
、
残
念
な
が
ら
星
の
観
察
会
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
ご
釣
り
大
会
や
自

然
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
の
参
加
者
は
昨
年
よ

り
も
増
加
し
、
八
百
人
近
い
参
加
者
が
あ

り
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

天
川
村
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
種
団
体
の

み
な
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水生昆虫観察会に出発

たくさんの野草が収穫されました

野草の説明に興味津々…

木の枝を使った木工教室
実施本部横に設置したごろごろ水源水を
汲む観光客

4月29日
祝・土
4月29日
祝・土

天
川
村
名
水
ま
つ
り
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私たちの天川村は、明治22年に市町村制が施行されて以来、その独自性を守り受け継ぎ、

一貫して「天川村」として、歴史を刻んで120年を経ようとしています。

豊かな自然環境は吉野熊野国立公園に指定され、平成16年には、その一部の「大峯奥駈

道」が世界文化遺産として認定されました。また、そこより流れ出る美しい清流は国土交

通省の「水の郷百選」、洞川湧水群は環境省の「名水百選」、双門の滝は「滝百選」に選ば

れるなど、広く社会に認められる自然環境の宝庫となっています。

そして、その大自然は、大峯の歴史にも大きく関わっており、約1,300年前に役の行者に

より開山されたと言われ、日本独自の宗教である修験道の根本道場として栄えるなど、数

多くの歴史と文化を生み続け、また、多くの人々の祈りを集めてまいりました。

先人達が守り続けてきてくれた郷土の歴史や伝統、そして豊かな自然環境を今後も守り

続け癒されそして生きる事の喜びを得る村づくりを、自然や天川を愛する人々の参加によ

り、この寄附を通じて新たな住民参加型の地方自治を実現するため、『天川村山癒（やま

ゆ）の里寄附金条例』を制定いたしました。

寄付金は随時受け入れる事として、条例の規定により一口１万円とさせていただきます。

しかし一口の額を下回る場合でも受け入れることは可能です。

寄付金は適正に管理運用するため、天川村山癒（やまゆ）の里基金に積み立てられます。

基金は金融機関への預金その他、最も確実有利な方法により保管され、毎年の事業実施状

況と運用状況をご報告させていただきます。

山癒（やまゆ）とは、「自然に心身が癒されながら生きること」を

意味しています。

皆様から頂いたご寄付は、大切に下記の事業に使わせていただきます。

（１）（自然）天川村こころ癒される豊かな森を守る事業

（２）（文化）社会的・文化的景観の保全事業

（３）（ 人 ）守り・守ってきた住民むらづくり事業

尚、事業の趣旨や状況については、次号のからのてんかわ広報でご説明させていただきます。

また、現在この寄付金条例を皆様に広報するため、チラシやホームページを作成中でございます

が、天川村の出身の方やご縁のある方への周知等をしていただけましたら幸いと思います。

宜しくお願いいたします。

お問合せ先　天川村役場　地域政策課　10747-63-0321（内線151）
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協 よ体 だ りりだ体 よ協

第47回吉野郡民体育大会春季大会が平成18年5月
13・14日に開催され、本村から、剣道競技とボウ
リング競技に参加しました。
剣道競技は大淀中学校体育館にて開催され、北斗剣
道クラブ9名が小学生の部と一般男子・女子の部に参

加しました。各選手の白熱した試合と仲間や家族の方
の声援が相乗して会場は割れんばかりの勢いでした。
競技結果は小学校低学年の部では松村明洋選手が優
勝、杉本樹斗選手は3位、小学校中学年の部では松村
和輝選手が優勝、一般男子の部では冨本恭司選手が準
優勝と上位入賞しました。

ボウリング競技は14日の総合開会式より一足早
く、13日に吉野ラッキーボウルにて開催され、本村
から2チーム12名が参加し、１人3ゲーム、6名１チ
ームの総合点で争われました。ボウリングチームは昨
年の大会後より活動を開始し、二月毎の定例戦、練習
を重ね、本大会には予選会を経て参加しました。上位

順位 チ　ー　ム　名 総得点

１位 下　　市　　町 3 , 7 3 5

２位 吉　　野　　町 3 , 5 8 2

３位 大　淀　町　Ａ 3 , 4 5 1

４位 大　淀　町　Ｂ 2 , 8 9 5

５位 天　川　村　Ａ 2 , 8 6 9

６位 川　　上　　村 2 , 5 4 6

７位 天　川　村　Ｂ 2 , 4 9 3

８位 黒　　滝　　村 2 , 1 3 2

９位 東　吉　野　村 1 , 8 4 5

総合開会式は下市町総合体育館（アリーナ）で行わ
れ、本村で17年間体育協会役員として、体育協会活
動に尽力された森田正文氏が、吉野郡体育協会功労賞
を受賞され表彰されました。

チームの層は厚く5位と7位の成績で終りま
したが、昨年より着実に力をつけてきていま
す。

第47回吉野郡民体育大会春季大会



村税課税状況（軽自動車税）
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平成18年度軽自動車税を4月1日現在に軽自動車を所有している村民の皆様に課税しました。

明細は次のとおりです。

車　　種 台　数 税　　額 課　税　額

原付1種　49ccまで 343台 1,000円/台 343,000円

原付2種　50～89cc 32台 1,200円/台 38,400円

原付3種　90cc超 5台 1,600円/台 8,000円

軽2輪　249ccまで 20台 2,400円/台 48,000円

自動二輪　250cc超 12台 4,000円/台 48,000円

軽四乗用自家用 327台 7,200円/台 2,354,400円

軽四貨物自家用 476台 4,000円/台 1,904,000円

その他 2台 4,700円/台 9,400円

ミニカー 1台 2,500円/台 2,500円

総合計 1,218台 4,755,700円

村税課税状況（軽自動車税）



村の医療について
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村の医療について
■国保診療所　平成18年4月の受診状況

■平成18年3月の医療受診状況

来　院 医　療　費

4月実数 557人 73人 504人 6,706,920円 11,623円

対前月比

496人 70人 426人 6,112,270円 12,323円

116.33% 104.29% 118.31% 109.73% 94.32%

対前年
1,075人 68人 1,007人 15,395,710円 14,321円

同月比
53.67% 107.35% 50.05% 43.56% 81.16%

国民健康保険加入者で75歳未満の方 老人保健対象者（75歳以上の方）

受診日数 医療費 受診日数 医療費

3月実数 1,220日 16,752,210円 13,731円 2,064日 34,938,210円 16,927円

対前月比

1,107日 15,718,480円 14,199円 1,967日 30,214,180円 15,360円

110.21% 106.58% 96.71% 104.93% 115.64% 110.20%

対前年
1,492日 22,673,810円 15,196円 2,217日 39,354,640円 17,751円

同月比
81.77% 73.88% 90.36% 93.10% 88.78% 95.36%

うち初診

一人あたり
医　療　費

一人あたり
医　療　費

一人あたり
医　療　費

うち再診

各種保健事業、検診に積極的に参加し、疾病の予防、早期発見早期治療に心がけてください。

村民の皆様のちょっとした心がけで、医療費の軽減につながります。

心身とも元気　a 医療費軽減　a 保険税軽減



ート天川 6月の予定表ート天川 6月の予定表
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日 曜日

16 金 森　本　医師 森　本　医師

17 土 嶋　本　医師 休　　　診

18 日 閉　　館　　日

19 月 嶋　本　医師 嶋　本　医師 ヘルシー教室（19：30～21：00）

20 火 休　　　診

21 水 嶋　本　医師 休　　　診

22 木 森　下　医師 西　尾　医師

23 金 森　本　医師 森　本　医師

24 土 嶋　本　医師 休　　　　診

25 日 閉　　館　　日

26 月 嶋　本　医師 嶋　本　医師 元気整体（19：30～21：00）

27 火 休　　　診

28 水 嶋　本　医師 休　　　診

29 木 森　下　医師 西　尾　医師

30 金 森　本　医師 森　本　医師

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）

ほ ほ え み ポ ー ト 天 川

保 　 健 　 事 　 業

国　保　診　療　所



国保診療所・ほほえみポ国保診療所・ほほえみポ行政改革推進委員会委員を募集します

天川村では「公募委員」として村民の方に参画していただき、学識経験者や各種団体の代表

者など村が選任した行政改革推進委員とともに、行政改革推進に関する重要項目について調

査・審議していただきます。

応募方法については、下記募集要項をご覧いただき、応募申込書に記入の上、役場総務課へ

申し込みしてください。皆様からの多くのご応募をお待ちしております。

行政改革推進委員会委員を募集します

■名　　称：天川村行政改革推進委員会

■応募資格：①年齢が満20歳以上の方
②村内に住所を有する方、または、村内の事業所に勤務している方
③平日に年3～4回程度、開催する委員会に参加できる方

■募集委員：2名程度

■任　　期：2年

■応募方法：裏面の応募申込書に記入の上、役場総務課へ提出して下さい。

■選考方法：意見、提言の内容を審査の上、選考結果を応募者に書面にて通知し
ます。

■応募期間：6月1日（木）から6月16日（金）まで（土・日曜日、祝日を除く）
の午前8時15分から午後5時まで

■問合せ先：天川村総務課　163－0321（内線121）

※応募申込書は、裏面をご覧ください。

行政改革推進委員会委員募集要項

11
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ート天川 6月の予定表ート天川 6月の予定表
天川村行政改革推進委員会公募委員応募申込書 

ふりがな 

氏　　名 

住　　所 
〒　　　　－ 
天川村 

受　付 
平成18年 

6月　　　　日 

明治・大正・昭和 

年　　　月　　　日 

歳（18.6.1現在） 

生年月日 

男
　
・
　
女 

電話番号 職　業 

FAX番号 勤務先 

※ボランティア活動など所属団体があればご記入ください。 

応募申込課題 「天川村の行政サービスの向上や行政運営の効率化」に関するご意見・
ご提言についてご記入ください。 

※ご記入できない場合は、どのような様式でも結構です。 

専用応募申込書 
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※医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

1 木 森　下　医師 西　尾　医師

2 金 森　本　医師 森　本　医師

3 土 嶋　本　医師 休　　　診

4 日 閉　　館　　日

5 月 嶋　本　医師 嶋　本　医師 ヘルシー教室（19：30～21：00）

6 火 休　　　　診

7 水 嶋　本　医師 休　　　　診

8 木 森　下　医師 西　尾　医師

9 金 森　本　医師 森　本　医師

10 土 嶋　本　医師 休　　　診

11 日 閉　　館　　日

12 月 嶋　本　医師 嶋　本　医師

13 火 休　　　診 子宮頚部がん検診（各地区巡回）

14 水 嶋　本　医師 休　　　　診

15 木 森　下　医師 休　　　　診

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）

ほ ほ え み ポ ー ト 天 川

保 　 健 　 事 　 業

国　保　診　療　所

うさちゃんくらぶ（10：00～12：00）
於：天川幼稚園

元気整体（19：30～21：00）
子宮頚部がん検診（各地区巡回）

すこやか健診・予防接種（ＢＣＧ・
三種混合・麻疹風疹混合）午後～

国保診療所・ほほえみポ国保診療所・ほほえみポ
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ヘルシー教室は音楽に合わせて椅子やマットでの運動です。肩こりや腰痛の改善に大変効果的です。
元気整体は自分自身の体の歪みを理解し、改善する方法を学びます。
参加対象者は村内在住の方ならどなたでも構いません。１度体験してみませんか？皆様のご参加

お待ちしています！

ヘルシー・元気整体教室

申込み制です。申し込まれた方には個人通知します。

子宮頚部がん検診

実施日：6月8日（木）午前10時～
場　所：天川幼稚園
内　容：幼稚園で、園児のみんなと一緒に遊びます！

うさちゃんクラブ（育児サークル）

実施日：6月15日（木）午後
※対象者の方には、個人通知させていただきます。

sお問い合わせ　ほほえみポート天川内　住民課　保健師（163－9110）

●お願い…最近、各種健（検）診を申し込みされたのに、連絡なく欠席される方が増えています。
申し込まれた方につきましては、できる限りスムーズに受けていただけるように必要な道具等
をそろえてお待ちしています。中には一度封を切ると使えないものもあります。検診日程が少
ない為、ご希望に添えない場合があり、皆様にはご迷惑をおかけしていますが、申し込まれた
方につきましては、欠席される場合、できる限りご連絡をいただくようよろしくお願いします。

すこやか健診・予防接種（BCG・三種混合・麻疹風疹混合）

6月5日（月） ヘルシー教室 6月26日（月） 元　気　整　体
6月12日（月） 元　気　整　体 7月3日（月） ヘルシー教室
6月19日（月） ヘルシー教室 7月10日（月） 元　気　整　体

日　付 時　　　　間 場　　　　所
午前19時30分～午前11時00分 洞川地区公民館前

6月12日（月） 午前11時30分～午後12時00分 天川村役場前
午後11時00分～午後11時30分 沢原地区集会所前
午前19時30分～午前19時50分 ほほえみポート天川前
午前10時00分～午前10時15分 九尾バス亭付近
午前10時25分～午前10時40分 栃尾橋

6月13日（火） 午前10時50分～午前11時15分 和田区民ホール
午前11時15分～午前11時30分 庵住・篭山地区老人憩いの家
午前11時40分～午前11時55分 山西地区集会所
午後12時15分～午後12時20分 花谷清美様宅前

保 健 事 業
の お 知 ら せ
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駐 在 所 だ よ り

!

!

!

車上ねらい多発！

ドアの窓ガラスを割って車内を物色！
鍵のかけ忘れた車内から財布が被害！
外から見える車内のカバンが被害！

■被害防止のために

※　保管場所にきちんと止めて、ドアロックを確実に掛けましょう。
※　車内には、物（カバンや袋、衣類など）を置かないようにしましょう。
※　不審者・不審車両には、声かけするか、警察に通報しましょう。

自動販売機ねらいが連続発生
～　紙幣投入口付近破壊して現金を盗む　～

s今年
2月2日～3日（黒滝村）…………………………1件
3月18日～19日（黒滝村・下市町） …………2件
4月3日～4日（下市町）…………………………1件
発生しています。

更に
4月23日～24日（天川村） ……………………1件
4月18日～25日（大淀町） ……………………2件
発生しています。

新手の架空請求

「司法処分出廷要請最終通達書」万が一身に覚えがない場合早急にご連絡下さい。
東京財務管理局といった内容のハガキが届いた
場合は、絶対に記載されている電話番号に連絡してはいけません。相手は、あなたの
電話番号を調べる目的です。
まず、警察に電話して相談して下さい。

川合駐在所163－0350 洞川駐在所164－0350 中吉野警察署153－0110

川合駐在所・洞川駐在所
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4月9日、中吉野広域消防組合天

川出張所と環境省吉野自然保護管事

務所のご協力で、AEDという最新の

機器を用いた救命講習会を開催して

頂きました。

エコパークボランティ
ア、天川を学ぶ会、役場
職員はじめエコ観察会ス
タッフ等、おもに野外活
動を行う側の人たちが参
加し、基本的な救命手当
の方法を学びました。

まずは応急手当の基礎知識

中でも心臓や呼吸が止まったような重篤な状態では、
救急車到着までに何らかの処置をしないと助かりませ
ん。このときに役に立つ応急手当の方法をとくに救命
手当といいます。

そして救命手当の基礎実技

生命の危機に陥った時に行われる救命手当
には「心肺蘇生法」と「止血法」があります。
この日は８歳以上を対象とした心肺蘇生

法、そして心停止者に対してかなり有効な応
急手当ができるという“AED”（自動体外式
除細動器）の使用法を教わりました。

「普通救急救命講習会」
講師：中吉野広域消防組合職員の皆様

中吉野広域消防組合中尾さんの進行で

楽しく分かり易い救命講習会が始まりました。
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午後からは屋外にて総合シミュレーション

エコミュージアム前の遊歩道を散策中の男性が、
突然胸を押さえながら苦しみ倒れたという設定で、
傷病者の発見から連絡、手当、救急隊への引き継ぎ
までのシミュレーションを行いました。

最後に

熱心な参加者の方から「自分が応急手当をした方が不幸にも亡くなられた場合、遺族の方から訴
えられたりすることはないだろうか」との質問がありました。救命手当は命に関わることだけに誰
もが一瞬尻込みしてしまうのかも知れません。
米国には応急手当を実施した人の法的責任を免除するための「よきサマリア人法」（聖書の中で倒

れていたユダヤ人をただ一人サマリア人だけが助けたという話からきた名称）という法律があるそ
うです。日本にそのような法律
の制定はありませんが、「法的責
任は免除される」との方針が示
されているそうです。また一般
市民（非医療従事者）による
AEDの使用に関しても、医師法
違反ならないことも確認され、
法的な責任追及が生じないよう
に整理されているとのことです。
救命士の方からは「何もしな

いよりはする方が良い、助かる
可能性があるのだから勇気を持
って行動に移して欲しい。」との
言葉がありました。

簡単に言えば、心臓に電気ショックを与える機器です。
心筋梗塞などにより突然心臓が止まった人の命を救うために

は、心肺蘇生を行うとともに、心臓への除細動（電気ショック）
を速やかに行うことがとても重要です。（心臓が停止すると、４分以内に脳に障害が発生する。）
AEDは一般の人でも簡単に安心して除細動を行うことができるよう設計されており、コンピ

ューターが傷病者の心臓のリズムを自動的に調べて除細動が必要かどうか、また必要な場合は
どう操作すべきかなど、すべて音声メッセージで指示してくれます。

中吉野広域消防組合の皆様、環境省の皆様、大変お世話になりありがとう
ございました。また機会がありましたらよろしくお願いいたします。
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レ
ス
ト
」
を
配
置

し
、
緑
の
あ
る
空
間
と
し
ま
し
た
。
役
場

ご
来
庁
の
際
に
は
ご
利
用
下
さ
い
。

セ
ン
ト
ル
（
鉄
骨
の
型
枠
）
撤
去
が
終

り
ま
し
た
。

六
月
は
て
す
り
、
柱
の
取
り
付
け
等
を

施
行
し
ま
す
。

中
央
簡
易
水
道
事
業
は
、
本
年
度
は
昨

年
よ
り
引
続
き
深
谷
水
源
地
の
給
水
施
設

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
給
水

管
工
事
は
平
成
十
九
年
度
よ
り
行
う
予
定

で
す
。

村
で
は
、少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
た
び
、
新
生
児
養
育
手
当
を
創
設
し

ま
し
た
。

こ
の
手
当
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日

以
降
に
出
生
さ
れ
た
新
生
児
の
方
を
対
象

と
し
て
、
出
生
し
た
翌
月
か
ら
三
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
、
一
人
に
対
し
て
月
額
一
万
円
が

新
生
児
養
育
手
当
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

尚
、
申
請
方
法
・
支
給
要
件
等
に
つ
い
て

は
、住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
従
来
の
出
産

祝
金
は
、
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
特
定
家
庭
用
機

器
を
廃
棄
す
る
時
は
、
郵
便
局
で
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
（
種
類
と
メ
ー
カ
ー

名
を
申
し
出
た
上
で
購
入
）
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
に
な
る
廃
棄
物
は
、
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
で
す
。

品
目
と
メ
ー
カ
ー
（
製
造
業
者
等
）
名

で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
税
込
）
が
異
な
り

ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を
さ
れ
る
方
は
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場
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。

※
手
続
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が
わ
か
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な
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方
は
、
住
民

課
ま
で
お
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下
さ
い
。

夏
休
み
の
一
日
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
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山
梨
県
都
留
市
）
で
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モ
ー
タ
ー

カ
ー
の
試
乗
や
見
学
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
す
。（
た
だ
し
、
走
行
試
験
の
都
合
に

よ
り
試
乗
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

参
加
要
領
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
日
程

平
成
十
八
年
七
月
二
十
八
日
（
金
）

日
帰
り

▼
対
象

県
内
在
住
の
小
学
生
（
複
数
可
）
と
そ

の
保
護
者
（
一
名
）
を
一
組
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
過
去
の
試
乗
会
経
験
者
は
対

象
外
と
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

五
十
五
名

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。（
当
選
決
定
以
外
の
方

の
試
乗
は
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
参
加
費
用

大
人
一
万
二
千
円
、
小
人
六
千
円

▼
感
想
文
等

八
月
末
に
、
お
子
さ
ま
の
試
乗
会
感
想

文
又
は
図
画
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
応
募
方
法

七
月
七
日（
金
）（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
に
、
参
加
希
望
親
子
一
組
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、お

子
さ
ま
の
学
校
名
及
び
学
年
を
明
記
の

う
え
左
記
ま
で
送
付
し
て
下
さ
い
。

〒
六
三
〇
―

八
五
〇
一

奈
良
市
登
大
路
町
三
〇

奈
良
県
庁
　
交
流
政
策
課
内

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設

促
進
奈
良
県
期
成
同
盟
会

1
〇
七
四
二
―

二
七
―

八
四
八
三（
直
通
）

役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー

中
央
簡
易
水
道
事
業

沢
谷
橋
橋
梁
架
設
工
事

〝
体
感
〞リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会

（
新
設
）新
生
児
養
育
手
当
て

の
支
給
に
つ
い
て

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を
さ
れ
る

方
へ（
お
願
い
）
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I N F O R M A T I NO

【
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
現
状
】

○
不
法
滞
在
者
と
は

¡
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
や
密
航
船
な
ど
で
不

法
に
入
国
す
る
者
。

¡
在
留
（
滞
在
）
期
間
を
超
え
て
も
出
国

せ
ず
不
法
に
残
留
す
る
者
。

¡
不
法
滞
在
者
は
推
計
二
十
四
万
人
、
う

ち
不
法
残
留
者
は
十
九
万
三
千
四
百
七

十
五
人
で
、
そ
の
大
部
分
は
不
法
就
労

し
、
我
が
国
の
経
済
・
社
会
に
悪
影
響

を
あ
た
え
て
い
ま
す
。

○
来
日
外
国
人
犯
罪
増
加
の
背
景
に
あ
る

不
法
滞
在
者

¡
最
近
で
は
、
悪
質
な
不
法
滞
在
者
た
ち

が
グ
ル
ー
プ
化
し
て
犯
罪
を
犯
す
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
、
我
が
国
の
治
安
を

脅
か
し
て
い
ま
す
。

¡
ま
た
、
偽
装
結
婚
、
偽
造
旅
券
の
売
買

等
の
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
を
助
長
す

る
犯
罪
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

▼
皆
様
へ
お
願
い

○
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
規
定

に
よ
り
、
働
く
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い

な
い
外
国
人
（
不
法
残
留
者
な
ど
）
を

雇
っ
た
事
業
主
は
、「
三
年
以
下
の
懲

役
・
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
」
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

○
来
日
外
国
人
を
雇
用
さ
れ
る
時
は
、
必

ず
パ
ス
ポ
ー
ト
等
で
在
留
資
格
・
在
留

期
限
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

○
不
審
な
人
を
見
か
け
た
際
は
、
迷
わ
ず

一
一
〇
番
ま
た
は
中
吉
野
警
察
署
ま
で

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い

▼
中
吉
野
警
察
署

1
〇
七
四
七
（
五
三
）
〇
一
〇
〇

▼
学
校
見
学
会

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
本

校
の
教
育
課
程
及
び
学
習
内
容
等
に
つ
い

て
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、就
学
及
び

進
路
指
導
等
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
の
場

と
す
る
た
め
、学
校
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

平
成
一
八
年
六
月
八
日（
木
）

午
前
九
時
〜
十
二
時
三
十
分

▼
対
象

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
、
児
童
生

徒
の
保
護
者
及
び
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校
の
障
害
児
学
級
担
当
者
、

障
害
児
・
者
施
設
の
関
係
職
員

▼
体
験
学
習

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
障

害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保

護
者
に
対
し
て
、
本
校
の
肢
体
不
自
由
教

育
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

平
成
一
八
年
七
月
四
日（
火
）

午
前
九
時
〜
十
二
時

▼
対
象

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
三
歳
児
以
上
の

幼
児
、小
・
中
学
生
と
保
護
者
及
び
関
係
者

▼
教
育
相
談
の
ご
案
内

明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
次
の
と
お
り

教
育
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
日

随
時
。
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た

上
で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
相
談
内
容

¡
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
子
ど
も
の
就

学
、
入
学
、
転
入
学
に
関
す
る
こ
と
。

¡
教
育
上
の
指
導
に
関
す
る
こ
と

¡
健
康
、
自
立
活
動
、
進
路
指
導
、
交
流

学
習
、
特
別
支
援
教
育
　
等
々
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

1
〇
七
四
四
（
五
四
）
三
三
八
〇

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格

〈
二
等
陸
・
海
・
空
士
〉

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
男
性

▼
受
付
期
間

十
八
年
四
月
三
日（
月
）〜
六
月
中
旬
ま
で

▼
試
験
日

十
八
年
六
月
二
十
五
日
（
日
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
募
集
事
務
所

1
〇
七
四
七
（
二
二
）
三
七
八
九

一．

受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
十
八
年
六
月
二
十
日（
火
）〜

六
月
二
十
七
日（
火
）

（
六
月
二
十
七
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

二．

受
験
申
込
先

人
事
院
近
畿
事
務
局

〒
五
五
三
―

八
五
一
三

大
阪
市
福
島
区
福
島
一
―

一
―

六
〇

1
〇
六
―

四
七
九
六
―

二
一
九
一

三．

試
験
日
及
び
試
験
種
目

¡
第
一
次
試
験
　
九
月
三
日（
日
）

試
験
種
目

教
養
・
適
正
・
作
文
試
験

¡
第
二
次
試
験
　
十
月
十
二
日（
木
）

〜
十
九
日（
木
）

（
第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
）

試
験
種
目

人
物
試
験
、
身
体
検
査

四．

試
験
地

¡
第
一
次
試
験
地

京
都
市
、福
知
山
市
、大
阪
市
、神
戸

市
、奈
良
市
、和
歌
山
市
、田
辺
市

¡
第
二
次
試
験
地

第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
で
通
知

自
衛
官
各
種
採
用
試
験
の
案
内

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止

に
ご
協
力
下
さ
い

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

よ
り
お
知
ら
せ

平
成
十
八
年
度

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種（
税
務
）

試
験
の
実
施
に
つ
い
て
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五．

受
験
資
格

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
〜

平
成
元
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
者

六．

合
格
発
表
日

¡
第
一
次
試
験
合
格
者

十
月
五
日
（
木
）

¡
最
終
合
格
者

十
一
月
九
日
（
木
）

合
格
者
は
、
人
事
院
近
畿
事
務
局
に

受
験
番
号
を
掲
示
し
、
合
格
通
知
書

が
本
人
あ
て
に
郵
送
さ
れ
る
。

七．

採
用
予
定
人
員

約
五
十
五
名
（
近
畿
）

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
吉
野
税
務
署

の
総
務
課
（
総
務
課
直
通
1
〇
七
四
六
三

―

二
―

三
三
八
六
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

▼
対
象

学
部
全
科
履
修
生
、
大
学
院
修
士
選

科
・
科
目
生
＝
満
十
八
歳
以
上
の
人
。

学
部
選
科
・
科
目
履
修
生
＝
満
十
五
歳

以
上
の
人
　
入
学
試
験
は
な
し

▼
出
願

平
成
一
八
年
八
月
十
五
日
必
着

▼
問
い
合
わ
せ

同
大
学
な
ら
学
習
セ
ン
タ
ー
（
1
〇
七

四
二
―

二
十
―

七
八
七
〇
　
奈
良
女
子

大
学
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
三

階
）
へ
。

夜
　
間
　
頻
　
尿

高
齢
者
に
な
る
と
、
寝
床
に
就
い
た
後

に
、
尿
の
回
数
が
増
え
る
人
が
多
く
な
り

ま
す
。こ
れ
を
夜
間
頻
尿
と
言
い
ま
す
が
、

放
置
し
て
お
く
と
、
慢
性
的
な
睡
眠
不
足

に
よ
り
、
昼
間
の
生
活
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

夜
間
頻
尿
は
、
前
立
腺
が
あ
る
た
め
に

男
性
に
多
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
女

性
に
も
多
く
、
性
差
は
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ひ
と
つ
の
原
因
と
し
て
、
睡
眠
中
に
尿

が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
過
剰
な
水
分
摂

取
を
控
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
一
回
の
尿
量
が
少
な
く
な
る
（
二

百
ml
以
下
）
と
、
膀
胱
の
容
量
が
減
少
し

て
起
き
る
頻
尿
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

年
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
か
、
恥

ず
か
し
い
と
か
、
検
査
や
治
療
が
怖
い
と

思
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
今
は

い
い
薬
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
検
査
や
治
療
も
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
た
め

ら
わ
ず
に
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

お し ら せ

放
送
大
学
教
養
部
・
大
学
院

十
月
入
学
制
募
集

1 2 3 4

善　意　銀　行
金、１００,０００円

増谷　公男様
（亡父光三郎様供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

小西　ユキエ様
（亡夫利若様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金
金、１００,０００円

西前　利哉様
（亡父登様ご供養として）

ありがとうございました
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中吉野広域消防組合 天川出張所中吉野広域消防組合 天川出張所
http://nakayoshino.or.jp 163－0299

天川村管内通報の救急患者搬送

平成18年4月…14件（対前月比233.33％　対前年同月比233.33％）

住宅用火災警報器が義務設置！
消防法が改正され、個人の住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけされ、平成18年6月１日か

ら新築住宅の寝室などに住宅用火災警報器等の設置・維持が必要となりました。また、既存住宅に

ついては中吉野広域消防組合火災予防条例によって平成21年5月31日まで猶予期間が設けられて

います。

☆設置上の注意点（天井・壁面の取付位置）☆

☆設置促進の問い合わせは住宅防火対策推進協議会のホームページ（http：//www.jubo.go.jp/）

悪質な訪問販売に十分注意しましょう。
（すでに悪質な訪問販売の実例があります。）

◎不適正な価格又は暴力的・強制的な言動での販売を行う業者。（検定品で概ね6,000円～
12,000円あたりが適正価格のようです）
◎消防職員を装って販売する。（消防署が販売したり、また業者に販売を委託することはありません）

◎住宅用火災警報器の訪問販売は、クーリングオフ制度の対象です。

《法定書面（契約書・申込書）を受け取ってから8日以内であれば書面で契約の解除ができます。

適用除外（3,000円未満の現金取引を除く）等がありますので注意して下さい。》

☆奈良県食品・生活相談センター　10742－26－0931

（午前9時～12時・13時～16時　年末・年始・土・日・祝祭日を除く）

◎購入するときは法令に適合した日本消防検定協会「ＮＳマーク」のついた製品を選びましょう。

詳しくは天川出張所までお問い合わせください。163－0299

壁から60cm以上 

150cm以上離す 

エアコン等 

天井から 
15cm以上 

天井から 
50cm以内 

はりから60cm以上 

■天井に設置する場合は、
　壁又ははりから60cm
　以上離れた位置に設置
　する。 

■壁に設置する場合
は、天井から15 
　cm以上50cm以
内の壁の位置に設
置する。 

■付近にエアコン等の
空気の吹き出し口が
ある場合、吹き出し口
から150cm以上離
れた位置に設置する。 



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 
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資源 2

6月のごみ収集日程表

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

資源 1

資源 1

資源 1

資源 1

資源 1

燃　焼

燃　焼

燃　焼

燃　焼

燃　焼

燃　焼

燃　焼

燃　焼

燃　焼

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成
18年
５
月

31日
発
行
　
通
巻
352号

村のうごき

人
口

1,990人
（
－

12）
2006年

４
月

30日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女1,052人
（
－

10）

男938人
（
－
２
）

世
帯
数

814戸
（
－
３
）

燃焼 31.44トン
前月比 100.54％
前年同月比 84.68％

不燃 7.76トン
前月比 384.16％
前年同月比146.69％

資源 10.74トン
前月比 151.05％
前年同月比 97.67％

粗大 5.10トン
前月比 108.81％
前年同月比102.37％

４月のごみ
収集状況
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